
■３つのコアプログラム➡多⾯的な融合⼒ ■３つの探求エリア➡確固たる実践⼒

〔並⾏学修後，進(深)度に応じて選択〕 〔多数の専⾨科⽬を全ｴﾘｱを横断して履修〕

先導ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅠ「社会循環ﾓﾃﾞﾙ創成」
社会変動等の複雑な事象や未来を

先導ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅡ「世界共創ﾓﾃﾞﾙ創成」
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化等の世界の事象や未来を

先導ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅢ「科学統合ﾓﾃﾞﾙ創成」
科学技術等の先進の事象や未来を

探求ｴﾘｱA「社会・財政制度設計分析」
全体最適な経済社会構造の発展へ

探求ｴﾘｱB「ビジネスクリエーション」
科学ｼｰｽﾞと世界ﾆｰｽﾞの持続可能な接続へ

探求ｴﾘｱC「数理・データサイエンス」
多分野ﾃﾞｰﾀ連携基盤の社会ｲﾝﾌﾗ化へ

基
幹

先
鋭

⾃⼰の鍛錬を続けて⼈・科学・社会の変⾰を先導する意欲を持ち，
⼈⽂・社会・⾃然等の科学分野を往還し，融合的な学知と他者との共創を通じて，
各界で未踏のイノベーションの創成をリードする社会変⾰⼈材を養成

(1) ⼈⽂・社会・理⼯系等の多様な分野の知的貢献を融合して課題解決に展開できる⼈材
(2) 知・制度・財政等の多様なシステムの社会変容を統合して課題解決に展開できる⼈材

・産業界での開発者・管理者
社会の各界で殻を破って知⾒や制度を ・新分野でのアントレプレナー

展開できるイノベーターとして活躍 ・国際機関でのグローバル要員
・官公庁での制度設計要員 等

初年度卒業者に
合せて⼤学院の
設置も構想中

育
て
る

学
ば
せ
る

臨
む

社会変⾰・
国際協働・
⽂理融合を

⽬指す

⾦沢⼤学の
新たな

学域・学類

融合科学域
先導学類
（仮称）

創
る

実務ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ，
ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰ演習，
海外派遣等，
社会や各界で
の実践を重視

鍛
え

る

⾦沢⼤学の新学域構想のアンケート
⾦沢⼤学は，広範な分野にわたる教養と⽂理融合の専⾨的知識を修め，どのような業界や環境下でも活躍できる
イノベーション⼈材を養成するため，平成33（2021）年４⽉に以下の新たな学域・学類の設置を構想しています。
皆様のご意⾒を社会の要請と受け⽌め，この構想に活かしたく存じます。ぜひアンケートにご協⼒願います。

イノベーション基礎，データサイエンス基礎，ファイナンス基礎，マーケティング基礎，テクノロジー基礎，デザイン基礎
演習，アントレプレナー基礎演習，シェアリング社会，世界の課題と未来技術，世界を変えた技術と材料，ＡＩと未来社会，
科学メガトレンド，⽇本と世界の医療，データサイエンス実践，⼈⼯知能，経済指標と経済学基礎，予測と最適化，先導数
学基礎，数理統計学基礎，知的財産と国際特許，スタートアップ・マネジメント，アントレプレナー発展演習，異⽂化と
キャリア開発，社会変動，アプリケーション，フィンテック，フィジカル・ブレイン接続，労働⽣産性，グローバル課題，
SDGs, ダイバーシティ促進，国際共助，流動と定着，エネルギー・環境，未来医科学，ナノ科学，IoT技術, ⾷糧産出，海
外実践英語，時事・学術英語，海外実践留学，国際インターンシップ，融合モデル創成演習，融合システム統合演習，他

専
⾨
科
⽬
の
例

Ｑ１．上記や裏⾯のような特徴を持つ⾦沢⼤の「新たな学域・学類」に，魅⼒を感じますか︖
１．⾮常に魅⼒を感じる ２．魅⼒を感じる ３．あまり魅⼒を感じない ４．魅⼒を感じない

Ｑ２．⼈⽂・社会・⾃然科学の融合や統合的な活⽤を学ばせる「融合科学」に，魅⼒を感じますか︖
１．⾮常に魅⼒を感じる ２．魅⼒を感じる ３．あまり魅⼒を感じない ４．魅⼒を感じない

Ｑ３．ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟやｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰ演習等の「社会での実践的な学びの重視」をどう思われますか︖
１．⾮常に魅⼒を感じる ２．魅⼒を感じる ３．あまり魅⼒を感じない ４．魅⼒を感じない

Ｑ５．御社・機関で本学域（学類）の卒業者を「正規雇⽤で採⽤（選考）」していただけますか︖
１．ぜひ採⽤を考えたい ２．採⽤を考えたい ３．あまり採⽤したくない ４．採⽤は難しい

Ｑ４．御社・機関で本学域（学類）の学⽣を「インターンシップで受⼊れ」していただけますか︖
１．ぜひ受⼊れを考えたい ２．受⼊れを考えたい ３．あまり受⼊れたくない ４．受⼊れは不可

Ｑ７．本学で「教育が必要」と思われる分野やキーワード，求める⼈材像等を⾃由にご記⼊ください。
┏ ┓
┃回┃ ┃
┃答┃ ┃
┗ ┛

アンケートは以上です。ご協⼒ありがとうございました。受付へ必ずご提出願います。

御社・ 出展 □１日(金) □２日(土) □午前
機関名 日時 □４日(月) □５日(火) □６日(水) □午後

◆受付へ必ずご提出願います◆ 【産業界／Ｈ31. 3】

☆ 回答は統計的に処理します ☆ ★ 上記の内容は全て「構想(案)」であり，今後「変更もあり得る」ことを記します ★

回
答

Ｑ６．業務に⽀障ない⽅法であれば，職員を本学域（学類）での「学びに派遣」していただけますか︖
１．派遣を考えたい ２．Web学修等なら考えたい ３．無償や私費なら考えたい ４．時間外なら可

【回答↓】

Ｑ
５

Ｑ
４

Ｑ
３

Ｑ
２

Ｑ
１

Ｑ
６
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◆⾦沢⼤学は，新学域〔融合科学域先導学類〕で『芯の通った⽂理融合の共創を通じた価値創出・
融合を学び，イノベーションの創成⼒を有する社会変⾰⼈材を養成する教育』を構想中です。

■我が国を「右肩下がり」から「反転攻勢」させ，
「世界で最もイノベーションに適した国」へ

■あらゆる意味で社会が変容し，従来の知識，制度，⽅法等が国⼒の維持や
強化に耐えられなくなりつつあり，諸外国の脅威にさらされる⽴場となった。

超スマート社会 〔Society 5.0〕

ダイバーシティ環境
⼈⼝減少

昭和期後半
⾼度成⻑・⼈⼝増加

→成熟社会

平成期
⼤量⽣産→多品種少量
ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ → 財政窮迫

現代から未来へ
社会・経済の⼤変⾰時代
ｵｰﾌﾟﾝ・統合ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創成

１．我が国の状況

３学域の総資源を
結集し未踏領域へ

■３学域17学類・⼊学定員1,726名 → 社会変⾰の新学域を︕

■平成33(2021)年４⽉設置を構想

⼈間社会学域 ６学類
〔⼈⽂・法・経済・学校
教育・地域創造・国際〕

現⾏⼊学定員 725名

医薬保健学域 ４学類
〔医(６年制)・薬(６年制)
・創薬科・保健(５専攻)〕

現⾏⼊学定員 387名

理⼯学域 ７学類
〔数物科・物質化・機械⼯
・ﾌﾛﾝﾃｨｱ⼯・電⼦情報通信

・地球社会基盤・⽣命理⼯〕
現⾏⼊学定員 614名

構想学域︓融合科学域
構想学類︓ 先導学類

[⼊学定員・⼊学者選抜 検討中]

社会変⾰
国際協働
⽂理融合

２．⾦沢⼤の現況と新学域案

我が国は⾼度成⻑を経て成熟社会に⾄ったが，世界の⼤変⾰時代の中で今や経済減
衰期にあり，これを打破しイノベーションの創出を先導するには，理⼯系と⼈⽂・社会系
を内含し多様な分野を融合する教育システムを構築し，あらゆる分野の参画によってス
マートＡＩによる⽣産性の最適化やオープンイノベーション⼿法の展開を急ぐ必要がある。

産業・社会・経済構造が資本・労働集約型から知識集約型へ転換

⾦沢⼤は教育研究を専⾨化・細分化から学際化・融合化へ進化

★ 上記の内容は全て「構想(案)」であり，今後「変更もあり得る」ことを記します ★

★ 裏⾯のアンケートにぜひご協⼒願います︕ ★

★ 裏⾯のアンケートにぜひご協⼒願います︕ ★

多様な分野やシステムの
知的貢献を科学的・融合的に
社会変容を複合的・統合的に学修

(仮称)

(仮称)
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  INNOVATION
自
分
を
変
え
る
、

未
来
も
変
え
る

新
し
い
知
識
と
の
出
会
い
が
、

挑
戦
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
、
こ
こ
に
あ
る
。

多
角
的
に
見
渡
せ
る
視
野
を
身
に
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深
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知
識
を
翼
に
変
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目
の
前
に
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が
る
空
へ
飛
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と
う
。

空
に
は
ボ
ー
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ラ
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ン
な
ん
か
な
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限
界
も
可
能
性
も
、

自
分
で
変
え
ら
れ
る
。

未
来
を
想
像
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
、

こ
こ
か
ら
創
造
し
よ
う
。

本書の内容は全て「構想（案）」であり、今後「変更もありうる」ことを特に記します。

令和
3（
20
21
）年
 設
置構

想中

文理
融合

の知
識を

基に
、社
会変

革を
リー
ドす
る融 合

科 学
域

先導
学類

【
仮
称
】

金 沢
大 学

本書の内容は全て「構想（案）」であり、今後「変更もありうる」ことを特に記します。

▶１年次は【金沢大学〈グローバル〉スタンダード（KUGS）】に基づいて学修し、常に恐れることなく現場の困難に
　  立ち向かっていける能力・体力・人間力を養います。
▶アントレプレナー基礎演習/発展演習・海外実践留学・国際インターンシップなど国内外への派遣を必修とし、
　  社会に飛び出して沢山の経験を積み、実践力を身に付けます。

▶４年次には身に付けた知見を融合し、プロジェクト実践に取り組みます。  学生自らが企画・立案し、
　 現実社会のシステムや制度、未来の課題を対象に自由な発想で教員や学外者と共にアプローチします。
　 

多様な人・価値観に触れ、人間力を鍛える
特
長
　
  

2

未来の課題に取り組み、社会変革に踏み出す特
長
　
  

3

文理融合プログラムで専門知識を身に付ける
特
長
　
  

1
▶ 〈コアプログラム×探求エリア〉による学修を実践。
　 片寄りのない文理融合プログラムのもと、自らの志向に合わせて最新知見や科学技術を広く深く学ぶことができます。

コアプログラム × 探求エリア展開
基礎を体系的に学修しながら、先鋭的な学びも横断して学修できるカリキュラム。

KEYWORD

プロジェクト実践型演習・実習
自身の設定した課題解決や、実証実験・社会実装
プロジェクトを立ち上げて挑戦する。

3つの
コアプログラム

3分野の基礎を並行学修後、
選択したプログラムを
より深く学修します。

3つの
探求エリア

1つのエリアに主軸を置きながら
3エリアを横断し、

様々な専門教育を学修します。

バック
キャスティング

学修

KEYWORD

シェアリング社会  世界の課題と未来技術
世界を変えた技術と材料 AIと未来社会
データサイエンス実践  人工知能
アントレプレナー発展演習 異文化とキャリア開発
グローバル課題  国際共助
時事・学術英語  海外実践留学 
海外実践英語  国際インターンシップ  
    　　　　他

「最先端知識」を学べる授業科目が充実
（構想を検討中)

A

B C
III III

金沢大学〈グローバル〉スタンダード
金沢大学独自の人材育成基準。

KEYWORD アントレプレナー演習
産業界と連携し、学内外で起業家精神や実践手法を学ぶ。

１．自己の立ち位置を知る
２．自己を知り、自己を鍛える
３．考え・価値観を表現する
４．世界とつながる
５．未来の課題に取り組む

金沢大学〈グローバル〉スタンダード
経験・実践重視の演習

イノベーションに挑戦

融合  演習モデル創成
システム統合 プロジェクト実習

柔軟に学ぼう！

社会へ飛び出そう！

自ら実践しよう！

本書の内容は全て「構想（案）」であり、今後「変更もありうる」ことを特に記します。

入学前

１年次

２年次
・

３年次

４年次

金沢大学
融合科学域　先導学類（仮称）
Frontier Sciences and Innovation

基盤的な共通教育科目の学修を通じ
【金沢大学〈グローバル〉スタンダード】を身に付ける共通教育

科目

先導鍛錬
科目
・

先導確立
科目

先導プログラム

I II III

社会循環
モデル創成

世界共創
モデル創成

科学統合
モデル創成

社会・財政制度
設計分析

B C

A
探求エリア

ビジネス
クリエーション

数理・データ
サイエンス

卒業後 大学院進学

文理融合の基盤知識を並行学修。
その後、選んだ分野の学びを深めます。

特定のエリアに主軸を置きながら
3分野を横断して学修。
専門性の広さと深さを強化します。

教育プログラムと育成する人材像

3つのコアプログラムを並行学修

3つの探求エリアを横断学修

プロジェクト実践・海外派遣

先導演習・先導研究

アクティブラーニングや社会実装型演習で実践力を磨く

学修の集大成としてプロジェクト実践型演習に取り組み、
自らイノベーションを創成

バックキャスティング学修
先導学知フェーズの学びが進んだ後でも、
必要性を感じたタイミングでいつでも
専門基礎フェーズを学ぶことができます。

新ビジネスや新技術の開発者、グローバルに活躍する国際機関職員、
官公庁の制度設計・プロジェクトリーダー、新分野でのアントレプレナー など

社会の各界で
殻を破って活躍する
イノベーターに！

先導学知
科目

学域
科目
・

専門基礎
科目

先鋭

基幹

留学生
社会人文理不問入試

高大接続入試
（構想中）

本書の内容は全て「構想（案）」であり、今後「変更もありうる」ことを特に記します。

I�ovator

合
格

融合科学域先導学類（仮称）が養成する人材像とは

2019.7

設置構想図

人間社会学域
人文学類
法学類
経済学類
学校教育学類
地域創造学類
国際学類

医薬保健学域
医学類
薬学類
創薬科学類
保健学類/5専攻

理工学域
数物科学類
物質化学類
機械工学類
フロンティア工学類
電子情報通信学類
地球社会基盤学類
生命理工学類

令和3（2021）年  
設置構想中

融合科学域
先導学類

多様な分野やシステムについて
融合的・統合的に学修し、

社会変革をリードする人材を育成

Philosophy in Transdisciplinary Sciences
Frontier Sciences and Innovation

今社会に求められているのは、文理にとらわれない幅広い分野の専門知識と、グローバルな観点、社会を変えていく実践力です。

金沢大学の新学域、融合科学域先導学類（仮称）では、自己の鍛錬を続けながら、人・科学・社会を変えていく意欲を持ち、

人文・社会・自然等の科学分野の知識を幅広く身に付け、それらの知識を融合し、他者とも協力して新たな価値を創り上げる力を持つ、

そんな人材を養成します。

より教育の効果を上げるため、〈文理不問入試〉などの多彩な入試によって、学修歴、年齢、国籍、社会人経験等を超えた、

多様な学生を受け入れ、学修環境の活性化を図ります。

新学域では、イノベーションの創成をリードする社会変革人材を養成し、社会に送り出していきます。

社会変革 　国際協働　 文理融合

複雑化・多様化する
未来の課題に

対応

? !

IoT

AI
ダイバーシティ デザイン

マーケティング

シェアリング
エコノミー

オープン
イノベーション

データ
サイエンス

アントレプレナー

人文系・社会系の
基礎+最先端知識

国際・社会的に
求められる

実践力・人間力

理工系・自然系の
基礎+最先端知識

全く新しい手法で解決・
イノベーションを起こす

文理にとらわれない〈新学域・新学類〉としての設置を構想しています。

本書の内容は全て「構想（案）」であり、今後「変更もありうる」ことを特に記します。

お問い合わせ先

融合科学域設置検討委員会
〒920-1192  石川県金沢市角間町   
金沢大学 学生部学務課内

E-mail: new-gakuiki@adm.kanazawa-u.ac.jp
Tel： 076-264-5910　Fax. 076-234-4040

金沢大学入試情報アプリ

今すぐ
ダウンロード！

■イノベーションとは ･･･ 技術の革新にとどまらず、新たな考え方、仕組みを取り入れて、新たな価値を生み出し、社会的に大きな変化を起こすこと

ちぐさ
■学域イメージカラー「千草色」
　●千草（千種）は「様々な、種類の多い」など「多様であること」を意味する
　●染物の技術では重ね染めの下地色として使われた、つまり「土台」の色
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